
 

 

 

 

 

 

 

 ＣｒｙｓｔａｌＲｏａｔａｔｉｏｎによる結晶の回転 
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概要 

 極点図や結晶方位の回転を行う場合、回転軸を機械軸と結晶軸の選択があります。 

 例えば、S方位（１３２）［６－４３］の場合 

  

 ＲＤ軸回転は、結晶軸は［６－４３］ 

    

     

 

 ＴＤ軸回転は、結晶軸は［１１ １３ －２５」 

 

     

  

  



ＣｒｙｓｔａｌＲｏｔａｔｉｏｎ機能 

 

 

 

 

 

 

入力方位 

回転条件 

極点図表示 

回転でえられた方位 入力方位に読み込む 

入力方位に読み込む 



確認手順 

 ＣｒｙｓｔａｌＲｏｔａｔｉｏｎで方位選択 

  ＮｅｗＣＵｂｉｃＣＯＤｉｓｐで極点図作成(CTR¥work¥NewCubicCODisp) 

 CTR¥work¥NewCubicCODispで作成された極点図(TXT)を他の場所に copy 

 結晶方位の回転 

 回転した方位からＮｅｗＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐで極点図表示 

 Ｃｏｐｙした極点図をＰＦＲｏｔａｔｉｏｎで回転し、極点図の比較 

 同一カテゴリの複数ソフトウエア起動のため 

  

 

 

 

 

 



Ｓ方位の入力データ選択 

  

 

作成した極点図を他の場所にコピー 

極点図選択 



S方位を RD軸に９０度回転 

 

      

RD軸を 90度回転 

回転された方位の極点図確認 



Ｃｏｐｙした極点図をＰＦＲｏｔａｔｉｏｎで回転し、極点図の比較 

 

ＣｒｙｓｔａｌＲｏｔａｔｉｏｎで回転した極点図の一致が確認出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＲＤ軸(３０度)―＞ＴＤ軸（５０）の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＣｒｙｕｓｔａｌＲｏｔａｔｉｏｎでは 

  

  計算した方位の読み込み 

 

 

 

 

 

ＲＤ軸３０度回転 



  

      計算された方位を NrewCubicCODispで表示 

 

 

 

 

 

 

 

  ＰＦＲｏｔａｔｉｏｎで計算した極点図と一致します。 



まとめ 

 単結晶極点図の場合、ＣｒｙｔａｌＲｏｔａｔｉｏｎによる結晶軸の回転が可能であるが、 

 複数の結晶方位が含まれている場合、ＯＤＦ解析によるｅｕｌｅｒ角度回転が必要になります。 

 例えばＬａｂｏＴｅｘの場合 

   

 


